
開催⽇：平成27年６⽉24⽇(⽔) 13:40-16:45
会場※ ：⾼知⼤学 朝倉キャンパス

メディアの森６階 メディアホール
対象：⼤学院⽣・４年⽣以上の学部⽣・教員・職員、他⼤学の学⽣・教職員

ESPO (設備サポート戦略室 : Equipment Support Planning Office)では、設備の利⽤・
維持管理に関する教育プログラムの⼀環として、学⽣・教員による設備利⽤を促し、研究
の促進、⾼度化を⽬的とした講義形式によるESPO「使いこなすシリーズ」を開催します。
今回は、学内での「分析機器の紹介」や「研究成功例」を聞き、設備利⽤と研究の促進

につなげることを⽬的にしています。

ESPO (設備サポート戦略室) 教育プログラム－主催：⾼知⼤学 設備サポート戦略室－

参加費無料 参加申込不要

※送迎⽤として、物部キャンパスからマイクロバス(定員25名：12:30 発)
岡豊キャンパスからワゴン⾞(定員7名：12:45 発)を出す予定です

・送迎を希望する場合は、６/15(⽉)までに下記の事項をメールにてご連絡ください
・1.所属 2.学⽣番号(学⽣の場合) 3.⽒名 4.携帯電話番号 5.往路/復路の利⽤の希望

13:40–13:45 開会のあいさつ
13:45–15:05 村⼭ 雅史 教授

(⾼知⼤学海洋コア総合研究センター)
「海洋コア総合研究センターの機器群紹介
－海洋コア分析による地球科学研究－」

15:05–15:20 休憩
15:20–16:40 ⻄岡 孝 教授

(⾼知⼤学理学部 )
「低温磁気測定装置(MPMS)と電⼦線
マイクロアナライザ(EPMA)を使いこなす
－多重極限環境下の希⼟類化合物の物性研究－」

16:40–16:45 閉会のあいさつ


